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患者に特化した診断から手術、術後ケアまで行う
ICT基盤技術を開発し、医療と社会を変えていく 主な研究テーマ

1. フィジカル AIと自律型手術・支援システム

	● 自律型手術支援ロボットによる扁平足矯正の自動化と術中ナビゲーション
	● 触覚フィードバックを備えた遠隔・協働型低侵襲手術プラットフォーム
	● 形状記憶ソフトアクチュエータを用いたスマート固定具の医療応用
	● 新生児蘇生訓練のためのバイオハイブリッド・シミュレータの開発

2. 医療デジタルツインと高精度シミュレーション

	● 肝臓のマルチモーダル・デジタルツイン構築とリアルタイム診断支援 AI
	● 粒子法シミュレーションを用いた血行動態のリアルタイム追跡と予後予測
	● 臓器群のホログラフィック立体透視化技術（XR による空間認識支援）

3. 生成 AI 基盤による高速撮像と自動診断

	● 拡散モデルと圧縮センシングを統合した超高速・高精細 MRI 撮像
	● 大規模医療画像モデルを用いた複数疾患の同時スクリーニング技術

4. 医療現場の知能化とプロセス解析

	● 大規模行動モデル（LBM）による看護・介護プロセスの自動最適化解析
	● マルチモーダル会話ログを用いた患者・医療者間の共感支援インターフェース
	● 医療プロセスアーカイブ基盤：自律型ブロックチェーンによる信頼性担保

5. 感覚工学と認知判断力の科学

	● 没入型 3D 刺激が認知・神経系に与える影響のバイオメトリクス評価

共同研究可能な分野

要素技術
基盤画像モデル（Foundation Vision Models）、3D ガウススプラッ
ティング（3DGS）/ NeRF、エッジAI・リアルタイム推論、マルチモー
ダル・データマイニング、知能化ロボティクス（Physical AI）、次世
代センシング（量子センサ・バイオセンサ）

専門技術
バイオ・デジタルツイン、AI 主導型計算機支援診断（Autonomous 
CADx）、XR（拡張現実）空間共有手術支援、フィジカル・ヒューマン・
ロボット・インタラクション（pHRI）、医療・介護プロセスの自律最
適化（Process Mining 2.0）、スマート・エンバイロメント・モニタ
リング、自律型スキルアーカイブ

センター長：李 周浩（情報理工学部 教授）
主な研究拠点：大阪いばらきキャンパス
お問い合わせ：立命館大学 研究部 OICリサーチオフィス  TEL : 072-665-2570  FAX : 072-665-2579  ✉ : oicro@st.ritsumei.ac.jp
https://www.facebook.com/ictmhritsumei

「どこでも質の高い医療・看介護サービス」が受けられる医療・看介護環境の実現は、現在の日本の緊急課題です。本研究センター
は、患者に対する診断支援から手術・治療及び術後ケア・経過観察まで一貫して行えるICT（Information and Communication 
Technology）基盤技術の研究開発により、世界へ向けて新たな医療と社会のあり方を発信します。

診断診断 手術後手術後

手術中手術中手術前手術前

モニタリング／記録手術計画・訓練・遠隔指導

患者のモデリング 手術の事後分析／評価

熟練医の手技プロセスモデリング

遠隔多地点協働手術シミュレータ

手術手技
アーカイブ

カメラ 熟練医

力覚センサ 手術野 手技プロセスモデル

手術手技アーカイビング

熟練医の手術手技プロセスモデル

道具 臓器変形手指の形状／動作／操作

臓器モデル

患部可視化

患者に特化した

プロセスモデルに基づく

手術支援システム

RITSUMEIKAN RESEARCH立命館大学｜OIC総合研究機構｜先端 ICTメディカル・ヘルスケア研究センター


